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彗　星　課．報　告
　1955　f（Whipple）彗星米國・・1・“1ド天丈i毫オ1クリッヂ出張所圭任の．　Whipple
氏は去る10刀21日牡牛星座に一つの彗星を登見した・其位置は，
　　19330ct　21，2b57皿1　U．T．，　ct　3h23m，δ＋9。22／　（1933，0）
である，後になって，10刀15日の乾板上ecも像が認められた・彗星の光度は，當時13
等であった・（Kwasan　Bulletin　No・266，花山急報61號），花山天丈塁では，10月23
日此彗星を最初に撮影してより，現在まで，絶えず追跡．して居る・寓眞乾板上の像は
一見恒星の如く，僅かに其周園にNebulosityが認められる・（花山急報，63號，64號，
66號，68號Kwasan　Bulletin　266）故中村要氏製作の16cm　F・3寓蔭口は此の彗星の
撮影に關し，其強力なる集光力を遺憾なく一報した，同時に同氏製作にか瓦る11cm
Triplet　lensも一時間牛の曝寓に於いて，13等牛の彗星の像を示す事が知られた（但，
此れは，像が淡）・ので測定するには，困難である）・
　此の彗星の軌道要素は登見以來諸所に於いて登載されたが（Kwasan　Bultetin　No，
266，花虫急報，63號166號）現在最も確かと思はれるものを次に揚げる・
　　T＝1933Aug・2・5858　U・T・　　　　a儒3・826692軍位
1≡1欝｝一）障li鴛；iギ
此の要素は，IO刀　lo”　E，22日，31日の槻測より，　WhiPPIeとCumingham爾氏が計算
したものであ．る・（Circular　No．461）．此れによれば，彗星は既に近日黒占を通過レ太
陽より段々遠ざかって行く．叉地球と彗星との距離も，些々旧くなる，從って，彗星
の光度も，滅揺する一方である・Whipple氏の豫報によると，12月18Hl（は14等にな
る・日々運動は，12刀中旬迄西南の方向　（進み，12刀末其進路を北東に轄ずる・現在
の位置（12月12日）は赤経．2h54m5赤緯5。2ノ附近である・
　爾，花山目交毫の11月16日及び22日中観測と，上記の軌道要素に基く豫報位置との
差は，
　　16d523　Act＝＝　一〇rnl　Ae＝　O／
　　22d509　一〇ml　一li
である．
　Neujmin星　Cicular・No・461號によると，Neujmin氏は去るll月17日次の位置に，
一つの天趣を陪臣した・
　　1933Nov．17，23h18m8　U．T．，α2h53m6　δ十23。15ノ　（1933．0）
日々運動は，△：　．．　OIIIO，△駈一30！である・光度は12等牛・止れば多分短かv・流星が
乾板に寓つたのだと云ふ読もあったが，Cicular　No．462や463によると，11月2ユ
日にもNeゆnin氏によって観測されて居る．此の天膿　（凹して，其後のNewsにより，
1933WCといふ小遊星として取り扱はれることになった・　　　（12月20日柴田）
